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0. 報告日：2012 年 8 月 18 日（金） 

1.参加期間と場所：2012 年 7 月 30 日（月）～8 月 4 日（土）、大韓民国・釜山大学 

2.申請者と所属チーム（10.5pt、日本語：MS 明朝、数字英字：Times new roman） 

資
料
作
成
者 

（所属、学年） 

所
属
チ
ー
ム 

（所属チーム名称） 

 

 

大分大学大学院工学研究科 

福祉環境工学専攻博士前期課程２年 

 C4_JO1 

（構成員氏名、大学、学年）※自身を含む全員 

（氏名）  Yuki  ISHIKAWA、大分大学、M2 
Masaru OKAMOTO 
Tatsuya NAKADA  石川 友樹 

3.感想と今後の抱負（日本語で記述 MS 明朝 10.5pt） 

昨年度から引き続き２回目の参加となりましたが、昨年の反省を生かしてより実り多き一

週間にすることができました。昨年度感じた事は、コミュニケーション能力の重要性と私

たち日本の学生と韓国・中国の学生のデザインの創造性・スピードの違いでした。まず前

者について、育った環境が異なる人たちへ自分を知ってもらうためには、英語の語学力は

もちろんのこと、日常会話でもプレゼンテーションでも自分の思いをはっきり示す意思が

大事であると感じ、その考えのもと今年度は間違っていたとしても常に自分の意見を発信

することを心がけました。その甲斐もあって英語の能力は昨年度から大きく変化していな

いにもかかわらず、他国の学生や担当の先生方と意見を交換し、作品を高めることができ

たと感じています。また後者について、私たち日本人の特徴として背景や敷地の特徴から

デザインリソースを抽出することをよりどころとしている人が多く、形は後から敷地にあ

った形を考えるのが一般的であると思います。そのためどこか堅実で詳細な計画を提案し

てきました。しかし海外の学生は自分の中に独自のデザイン思想を持っているためかエス

キスが早く、荒い計画ではあるものの好奇心を刺激する作品を多く残していました。デザ

インと分析はどちらも大切な事柄ではあるのですが日本人は分析に偏り、海外はデザイン

に偏った学生が多いのかもしれないと感じたため、それぞれをパラレルに進行し、自分の

計画に落とし込むことを考えました。今回も銅賞に終わってしまったのは非常に残念に感

じていますが、これから設計を仕事としてこなす上での貴重な機会であったと感じていま

す。これからも私が感じた２つの事柄を自信の教訓として考えていきたいと感じています。 

4. 提案作品（日本語で記述 MS 明朝 10.5pt、タイトルは英語：Times new roman 12pt Bold） 

タ
イ
ト
ル 

Activity Steps 

make a harmony 

（Bronze Prize） 

概
要 

対象敷地であるミルキーバレーは現在、釜山大学に残され

た貴重な自然景観でありながら閉鎖的で近寄りがたい空間で

ある。周囲の機能を拡張し、ミルキーバレーの中にアクティ

ビティを持ち込むことができるような空間を整備すること

で、景観と営みを結びつけることを目標としている。またそ

の空間が大学と市街地を結びつけ、相互に情報を発信し、交

流する空間としても機能する。 
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5. 提案作品のパネル（拡張メタファイル等で貼付け、横置き作品は本紙左側を作品上部） 
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